
利用者様の自立した生活を支援する
ためのサービスを提供します。

利用者様の生活と生き方を尊重した
サービスを提供します。

利用者様中心のサービスを
提供します。

基本的人権の確保と擁護
〜人間を大切にするサービスの提供〜
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平成31年4月発行

社会福祉法人 小樽育成院  運営理念

やすらぎ荘では毎年9月に「敬老会」としてお茶会を行っています。
お団子を片手に笑顔がとても素敵な利用者様です。
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勘　　定　　科　　目 法人本部 養護（拠点） 特養（拠点） 公益事業
措置施設 特定施設 短期入所福祉施設 デイサービス ケアプラン地域包括支援

内部取引
消　　去

法人合計

（単位：千円）

※社会福祉法人の会計基準による予算書は、資金収支に関わる予算書となっています。従って、民間会社での損益計算を表すものは、決算の事業活動計算書にて、決算時においてお知らせします。

※地域包括支援に係る予算は、小樽市の委託事業による公益事業となっています。

小樽育成院 特別養護老人ホームやすらぎ荘（拠点）

介護保険事業収入　

老人福祉事業収入

障害福祉サービス等事業収入

経常経費寄附金収入

受取利息配当金収入

その他の収入

事業活動収入計

人件費支出

事業費支出

事務費支出

利用者負担軽減額

支払利息支出

その他の支出

事業活動支出計

事業活動資金収支差額

施設整備等補助金収入

施設整備等寄附金収入

設備資金借入金収入

固定資産売却収入

その他の施設整備等による収入

施設整備等収入計

設備資金借入金元金償還支出

固定資産取得支出

固定資産除却・廃棄支出

ファイナンス・リース債務の返済支出

その他の施設整備等による支出

施設整備等支出計

施設整備等資金収支差額

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入

積立資産取崩収入

拠点区分間長期借入金収入

拠点区分間長期貸付金回収収入

その他の活動による収入

その他の活動収入計

積立資産支出

長期貸付金支出

積立資産支出

拠点区分間長期貸付金支出

拠点区分間長期借入金返済支出

その他の活動による支出

その他の活動支出計

その他の活動収支差額

予備費支出

当期資金収支差額

前期末支払資金残額 

当期末支払資金残額 

27,766

16,356

206,946

212,326

20,204

△ 4,536

186,742

216,862

163,917

164,257

219,625

230,625

△ 58,956

△ 71,806

3,248

5,438

24,403

23,703

13,344

17,894

11,059

5,809

0

0

423,032

416,642

収

　入

支

　出

収

　入

支

　出

収

　入

支

　出

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

えがお　Vol.52えがお　Vol.52

平成31年度社会福祉法人小樽育成院  資金収支予算額内訳
（自）平成31年4月1日 （至）平成32年3月31日

私たちは日本財団「　　　　」を応援しています。
　当施設でも「1本で10円の寄付ができる自販機」を設置しています。

　

社
会
福
祉
法
人
の
運
営
に
つ
い
て
は
、平
成
29

年
度
の
社
会
福
祉
法
の
改
正
以
降
、各
種
法
令
や

規
則
の
遵
守
と
内
部
統
制
の
確
立
を
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
に
よ
る

労
働
力
不
足
な
ど
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、多
様

化
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
し
て
、安
定

し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
、

法
人
運
営
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
に
対
応
し
、継
続
し
た
安
定

か
つ
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
基
盤
に
、地
域

の
必
要
と
す
る
役
割
を
果
た
し
、更
な
る
信
頼
を

い
た
だ
け
る
よ
う
に
以
下
の
4
項
目
を
平
成
31

年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

計
画
的
な
研
修
の
実
施
や
日
々
の
実

践
に
よ
り
、全
職
員
に
基
本
理
念
で
あ

る
入
居
者
・
利
用
者
の
人
格
と
人
権
を

尊
重
す
る
「
人
権
の
確
保
と
擁
護
」の

浸
透
を
図
り
、理
念
に
反
す
る
接
遇
や

不
当
な
身
体
拘
束
、虐
待
な
ど
の
不
適

切
な
対
応
の
根
絶
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

感
染
症
の
集
団
感
染
予
防
に
取
り
組

み
、安
心
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

待
遇
改
善
と
体
系
的
な
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
目
的
に
前
年

度
に
再
構
築
し
た
人
事
考
課
制
度
と
給
与
制
度
及
び
定
年
再
雇

用
制
度
の
運
用
と
実
証
及
び
改
善
に
よ
り
、働
き
や
す
く
や
り

が
い
の
あ
る
職
場
環
境
に
よ
る
職
員
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

新
規
採
用
ル
ー
ト
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、従
前
か
ら
の
活
動

の
ほ
か
、外
国
人
人
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
種
実
習
生
や
施
設
見
学
の
受
け
入
れ
等
を
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
小
樽
と

の
連
携
に
よ
る
高
校
生
へ
の
出
前
授
業
や
施
設
見
学
対
応
な
ど

の
啓
蒙
活
動
を
通
じ
て
福
祉
の
魅
力
の
発
信
を
図
り
ま
す
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
確
立
を
推
進
す
る
た
め
、法
人
本
部

の
役
割
の
明
確
化
と
機
能
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

新
た
な
事
業
所
展
開
に
伴
い
、組
織

構
成
及
び
各
種
会
議
等
の
構
成
の
見
直

し
な
ど
の
体
制
整
備
と
中
堅
職
員
の
活

性
化
に
よ
る
事
業
所
連
携
の
強
化
と
地

域
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

検
討
し
、安
定
的
な
財
務
基
盤
の
確
立

と
次
世
代
職
員
の
養
成
に
取
り
組
み
、

法
人
運
営
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

事
業
運
営
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
た
め
、法
人
広

報
誌
の
年
3
回
の
発
行
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。ま
た
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
検
討
し
、さ
ら
な
る

事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
胆
振
東
部
地
震
を
教
訓
と
し
て
、災
害
時
の

対
応
力
を
高
め
る
た
め
、事
業
継
続
計
画
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、関
係
機
関
と
連
携
し
、法
人
各
施
設
・
事
業
所
の
地

域
へ
の
資
源
提
供
に
つ
い
て
具
体
的
に
整
理
い
た
し
ま
す
。

法
人
理
念
の
浸
透
と
実
践

人
材
の
確
保
と
育
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

法
人
運
営
の
取
り
組
み

地
域
と
の
信
頼
と
協
力
を
得
る
た
め
の
取
り
組
み

基
本
方
針

重
点
目
標

1

3

2

4

社会福祉法人小樽育成院  平成31年度事業計画について
法人として、基本方針の事業計画を示すことにより、各施設や事業所が、

事業の計画を立て、事業運営に取り組むことになります。
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小
樽
市
北
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構

築
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
包
括
的
支
援
業
務

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
様
々
な
面
か
ら
支
え
る
た
め
の
地
域
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
「
地
域
ケ

ア
会
議
」
の
活
用
を
意
識
し
な
が
ら
、『
総
合
相
談
支
援
業
務
』『
権
利
擁
護
業
務
』『
包
括
的
・
継

続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
』『
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
介
護
予
防
事
業

　

圏
域
内
７
か
所
の
「
シ
ニ
ア
元
気
教
室
（
地
域
版
介
護
予
防
教
室
）」
で
年
３
回
ず
つ
の
出
前
講

座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
教
室
運
営
を
フ
ォ

ロ
ー
し
ま
す
。

◆
認
知
症
施
策

　

認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

ご
本
人
や
ご
家
族
の
自
立
し
た
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
『
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
』、
地
域
住
民
が
自
由
に
集
え
る
場
の
提
供

と
と
も
に
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
ぶ
機
会
・
介
護
相
談
を
受

け
付
け
で
き
る
体
制
の
提
供
の
た
め
、『
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
』

と
し
て
小
樽
オ
レ
ン
ジ
か
ふ
ぇ
わ
い
わ
い
店
を
開
催
し
ま
す
。

◆
生
活
支
援
体
制
整
備

　

地
域
で
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り

を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、『
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域

支
え
合
い
推
進
員
）』
を
配
置
し
、
地
域
向
け
広
報
紙
の
発
行
や
生

活
支
援
体
制
整
備
協
議
会
の
開
催
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
在
宅
医
療･

介
護
連
携

　

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
と
介
護
を
つ

な
ぐ
「
連
携
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

本年度の各施設・事業所の主な事業の取り組みについて

養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
樽
育
成
院

オ
タ
モ
イ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
樽
市
北
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
荘

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
樽
育
成
院
は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
高
齢
者

等
の
受
け
皿
と
し
て
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
、
入
居
者
の
要
介

護
化
に
伴
う
介
護
施
設
と
し
て
の
２
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
入
居

者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
職
員
の

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
自
立
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）」
に
基
づ
く

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
経
営
の
安
定

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
を
重
視
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り

組
み
、円
滑
な
入
居
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

◆
自
立
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

入
居
者
の
「
自
立
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
」
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
入
居
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
し
、
適
切
か
つ
良
質
な
ケ
ア

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◆
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着

　

法
人
本
部
と
連
携
し
人
材
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
研
修
を
通
じ
て
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
委
員

会
を
中
心
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

を
進
め
職
員
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

　

施
設
理
解
の
取
り
組
み

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、園
児
、

小
学
生
等
の
訪
問
や
看
護
学
生
等
の
実
習
を

受
け
入
れ
、
高
齢
者
福
祉
施
設
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

オ
タ
モ
イ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
ら
し
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
関
わ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
収
支
の
改
善
及
び
経
営
の
安
定

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
や
定
期
的
な
広
報
誌
の
発
行
に
よ
り
、
オ
タ
モ

イ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
多
く
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
利
用
者
様
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
自
立
支
援
に
向
け
た

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
の
充
実
と
シ
ス
テ
ム
作
り

　

現
在
行
っ
て
い
る
作
品
作
り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
効
率
的
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
動
き
方
等
を
再
検
討
い
た
し
ま
す
。

◆
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向
上
と
組
織
力
の
強
化

　

新
人
職
員
も
心
配
な
く
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作

成
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

◆
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

　

情
報
提
供
と
連
携
強
化

　

今
後
も
地
域
密
着
型
通
所
介
護
と
し

て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
地
域
に
開

か
れ
た
事
業
所
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
荘
で
は
入
居
者
の
重
度
化
が
進
む
中
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
特
性
を

生
か
し
、
24
時
間
シ
ー
ト
の
有
効
活
用
や
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
利
用
者
が
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
日
々
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
理
念
の
浸
透

　

研
修
や
会
議
を
通
じ
、当
法
人
の
運
営
理
念
「
基
本
的
人
権
の
確
保
と
擁
護
」や
そ
の
具
体
的
方
針

の
浸
透
を
図
り
、「
安
心
で
住
み
よ
い
施
設
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
内
部
機
能
の
見
直
し
と
サ
ー
ビ
ス
実
践

　

人
手
不
足
の
中
、
様
々
な
手
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
駆
使
し
な
が
ら
の
多
職
種
連
携
や
各
種
委
員

会
・
会
議
機
能
の
充
実
や
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
行
い
サ
ー
ビ
ス

実
践
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

◆
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着

　

福
祉
職
へ
の
志
望
や
求
人
が
減
少
す
る
中
、高
校
生
や
養
成
校
な
ど
へ
の
積
極
的
働
き
か
け
を
行

う
と
と
も
に
幅
広
い
階
層
に
対
し
て
の
募
集
や
既
存
の
雇
用
形
態
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
人
材

確
保
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、「
新
・
中
途
採
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
」や
「
研
修
委
員
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
人
事
考
課
面
接
」な
ど
の
職

員
の
段
階
的
育
成
や
衛
生
委
員
会
に
よ
る
環
境
整
備
や
職
場
風
土

の
改
善
に
よ
り
、職
員
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

◆
収
支
の
確
保

　

長
期
入
所
に
つ
い
て
は
、
退
去
に
よ
る
空
床
期
間
の
短
縮
化
を
図

る
た
め
、
待
機
者
の
動
向
や
意
向
を
速
や
か
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
早
め

の
入
居
準
備
を
心
掛
け
、
短
期
入
所
に
お
い
て
は
、
通
常
利
用
に
加

え
、
ミ
ド
ル
や
ロ
ン
グ
利
用
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
介
護
報
酬
に
係
る
加
算
算
定
項
目
の
調
整
や
経
費
節
減

も
考
慮
し
な
が
ら
収
支
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
防
災

　

災
害
に
備
え
た
設
備
関
係
の
再
点
検
や
シ
ス
テ
ム
強
化
、
関
係

機
関
と
の
情
報
交
換
や
連
携
な
ど
を
図
り
、
よ
り
一
層
安
全
・
安

心
な
施
設
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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平
成
31
年
度
　
社
会
福
祉
法
人
小
樽
育
成
院
の
主
な
年
間
行
事
予
定

喫茶「えがお」(毎月)

ハーモニカセラピー(毎月)

歌サークル

花サークル

茶話会(毎月)

音楽セラピー

デイサービス合同作品展

事業所向け広報紙 「ニコリティ」

4月、8月、12月発行

育成院神社祭

法人町会合同防災訓練

ロース幼稚園来訪

中央幼稚園来訪

介護予防フェア

理事会

介護相談フェア

長橋幼稚園来訪

高齢者虐待防止ネットワーク会議

クリスマス会

餅つき

新年交礼会

獅子舞

かるた会

初釜、鏡開き

獅子舞、初釜

新年会

節分、雪あかりの路

お鍋の会

地域包括支援センター運営協議会

理事会

雛祭り・お茶会、夜間想定防災訓練

生寿司、夜間想定防災訓練

雛祭り

オタモイ団地交流会

高齢者見守りネットワーク会議

理事会

リズム体操教室　(毎週火曜日)

花まつり

春のドライブ

シニア元気教室定期巡回

定時評議員会

オタモイ唐門まつり

パークゴルフ始球式

介護予防サポーター交流会

管内利用者交流パークゴルフ大会

育成院運動会、ジンギスカン昼食

屋外昼食会

地域包括支援センター運営協議会

慰霊祭、地蔵尊祭、

オタモイ盆踊り・花火大会(町会と共催)

七夕飾り

中庭昼食会

地域向け広報紙 「にこりてぃ」

8月、11月、2月発行

小樽潮太鼓演奏

蘭越育成神社例大祭

敬老の日行事

各クラブ合同発表会

秋のドライブ

オタモイ団地交流会

【小樽育成院】

【やすらぎ荘】

【 デ 　 　 イ 】

【 地 域 包 括 】

【 法 人 本 部 】

【小樽育成院】

【やすらぎ荘】

【 地 域 包 括 】

【 法 人 本 部 】

【小樽育成院】

【 地 域 包 括 】

【 各 事 業 所 】

【やすらぎ荘・デイ】

【 各 事 業 所 】

【小樽育成院】

【やすらぎ荘】

【 デ 　 　 イ 】

【小樽育成院・やすらぎ荘】

【 デ 　 　 イ 】

【 地 域 包 括 】

【 法 人 本 部 】

【小樽育成院】

【やすらぎ荘】

【 デ 　 　 イ 】

【 地 域 包 括 】

【 法 人 本 部 】

【小樽育成院】

【 デ 　 　 イ 】

【 地 域 包 括 】

【 法 人 本 部 】

【小樽育成院】

【 地 域 包 括 】

【小樽育成院】

【 デ 　 　 イ 】

【 地 域 包 括 】

【 法 人 本 部 】

【小樽育成院】

【やすらぎ荘】

【 地 域 包 括 】

【 法 人 本 部 】

【 各 事 業 所 】

【小樽育成院】

【 デ 　 　 イ 】

【 地 域 包 括 】

【小樽育成院】…養護老人ホーム　【やすらぎ荘】…特別養護老人ホーム　【デイ】…オタモイデイサービスセンター　【地域包括】…北西部地域包括支援センター

　

オ
タ
モ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
中
で
、
ご
本
人
・
ご
家
族
様
の
抱
え
る
不
安
を
お

聞
き
し
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が
安
心
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
各
関
係
機
関
と
密
に
連
携
を
図
り
援
助
い
た

し
ま
す
。

　

オ
タ
モ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
長
年
や
す
ら

ぎ
荘
１
階
に
事
務
所
を
構
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

４
月
か
ら
長
橋
に
移
転
し
「
オ
タ
モ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
長
橋
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
小
樽
育
成
院
と
し
て
は
初
め
て
の
外

部
の
事
業
所
と
な
り
ま
す
。
不
慣
れ
な
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
管
理
者
を
含
め
た
４
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
体

制
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
本
年
度
の
基
本
方
針
及
び
重
点
目
標

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

昨
年
度
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
入
退
院
時
の

支
援
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
の
創
設

と
い
っ
た
医
療
機
関
と

の
連
携
強
化
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
や
各
関
係

機
関
と
綿
密
な
連
携
を

図
り
、
利
用
者
が
在
宅

で
安
心
し
た
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

オタモイケアプランセンター長橋
小樽市長橋2丁目19番17号　フリーダイヤル 0120-514-294　TEL 0134-64-7117　ＦＡＸ 0134-64-7118

歌サークル

中央幼稚園来訪

介護相談フェア

春のドライブ

オタモイ唐門まつり

屋外昼食会

オタモイ盆踊り

秋のドライブ

クリスマス会

初釜

お鍋の会

雛祭り

長橋に移転

しました

　

ま
た
、
長
橋
へ
の
事

業
所
移
転
に
伴
い
、
独

立
し
た
事
業
所
運
営
と

な
る
た
め
、
法
人
内
連

携
を
意
識
し
た
組
織
・

職
員
間
の
情
報
の
共
有

化
に
努
め
ま
す
。

①
法
令
順
守
と
安
定
し
た
利
用
者
数
の
確
保

　

将
来
の
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
人
口
減

少
の
進
む
オ
タ
モ
イ
地
区
か
ら
市
内
中
心
部
に
近
い
、

長
橋
地
区
へ
の
事
業
所
の
移
転
と
職
員
の
増
員
に
よ
る

体
制
整
備
に
よ
り
、
事
業
の
拡
大
を
行
い
ま
す
。

　

職
員
の
増
員
に
伴
う
特
定
事
業
所
加
算
の
算
定
区
分

の
変
更
に
伴
う
収
入
の
増
加
に
加
え
、
経
営
の
早
期
安

定
を
図
る
た
め
、
新
規
ケ
ー
ス
の
積
極
的
な
受
け
入
れ

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
基
準
に
定
め
ら
れ
た
適
切
な
運
営
に
努

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
特
定
事
業
所
加
算
事
業
所
と

し
て
、
中
重
度
者
や
支
援
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
積
極
的
な

対
応
に
努
め
、
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　

②
サ
ー
ビ
ス
満
足
度
の
向
上

　

事
業
所
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
毎
週
１
回
の
継
続
実
施

に
よ
り
、
業
務
上
の
改
善
点
や
利
用
者
の
情
報
を
共
有

し
、
事
業
所
全
体
で
の
居
宅
依
頼
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
に

努
め
ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
の
増
員
や
独
立
し
た
事
業
所
運
営

に
変
更
の
た
め
、
職
員
間
及
び
法
人
間
の
情
報
共
有
に

努
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努

め
ま
す
。

上棟式の様子

新しい職員も加わりました。

③
本
人
・
家
族
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

　
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
I‌

C‌

T
活
用
事
業
～
お
た
る

ワ
ン
チ
ー
ム
」
へ
の
参
加
で
、
医
療
機
関
や
各
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
、
切
れ
目
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
で
解
決

で
き
な
い
課
題
が
あ
る
場
合
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
課

題
を
検
討
し
、
利
用
者
の
方
が
可
能
な
限
り
そ
の
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。　

④
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
・
専
門
性
の
向
上
・
後
進

の
育
成

　

現
状
の
業
務
に
お
け
る
困
難
事
例
の
検
討
会
を
月
１
回

実
施
し
、
支
援
困
難
者
へ
の
対
応
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

権
利
擁
護
や
認
知
症
高
齢
者
に
関
す
る
研
修
や
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
等
が
実
施
す
る
事
例
検
討
会
へ
の
参

加
、
他
法
人
と
の
共
同
事
例
検
討
会
・
研
修
会
等
を
実

施
す
る
こ
と
で
専
門
知
識
の
習
得
に
努
め
資
質
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
養
成
研
修
実
習
生
の
積
極
的
受
け

入
れ
に
よ
り
、
地
域
全
体
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質

の
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。新事業所内の風景

新事業所の外観

１
．
基
本
方
針

２
．
重
点
目
標
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社
会
福
祉
法
人
小
樽
育
成
院
で
は
、
地
域

に
お
け
る
介
護
・
福
祉
拠
点
の
中
核
的
な
施

設
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
広
報
誌
「
え
が
お
」

の
発
行
や
オ
タ
モ
イ
唐
門
ま
つ
り
、
オ
タ
モ

イ
盆
踊
り
・
花
火
大
会
の
開
催
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
認
知
症
の
方
を
地

域
で
支
え
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
小
樽

市
認
知
症
カ

フ
ェ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
小
樽
市

が
認
知
症
の
方

の
家
族
の
介
護

負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
で

す
。
当
法
人
で

は
毎
月
第
２
水

曜
日
の
10
：
30

～
13
：
00
に
特

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
荘 

わ
い
わ

い
広
場 

喫
茶

コ
ー
ナ
ー
に
て

「
オ
レ
ン
ジ
か

ふ
ぇ 

わ
い
わ

い
店
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
自

由
に
集
え
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
べ
て
、
介
護
相

談
も
行
え
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
カ
フ
ェ
開

催
中
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

職
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
常
駐
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
小
樽
市
が

地
域
住
民
の
介
護
予
防
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
版
介
護
予
防
教
室
の
開
催
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
わ
い
わ
い
広

場
で
毎
月
第
１
・
２
・
３
水
曜
日
の
10
：
30
～

12
：
00
に
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
シ

ニ
ア
元
気
教
室
『
わ
い
わ
い
』」
が
開
催
さ

れ
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
“
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
”
が

中
心
と
な
り
、

ス
ト
レ
ッ
チ
・

筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
運

動
や
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
楽
し
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
社
会
構
造
の
変
化
や
人
々
の
暮

ら
し
の
変
化
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と

資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
つ
な
が
る
こ
と

で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が

い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
「
地
域
共

生
社
会
」
を
目
指
し
、『
地
域
と
と
も
に
』
の

思
い
の
も
と
、
法
人
の
自
主
性
、
創
意
工
夫

に
よ
る
多
様
な
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
荘
の
「
わ
い
わ

い
広
場 

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
毎
週
月
曜
日
～
土
曜

日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
10
：
30
～
15
：
00

一
般
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

も
う
ひ
と
降
り
来
る
の
だ
ろ
う
な
ぁ
。
と

待
ち
構
え
て
い
た
雪
は
、
さ
ほ
ど
降
る
こ
と

も
な
く
み
る
み
る
う
ち
に
融
け
て
、
北
海
道

に
も
例
年
に
な
く
猛
ス
ピ
ー
ド
で
春
が
訪
れ

ま
し
た
。き
ら
き
ら
と
し
た
春
光
に
触
れ
て
、

厳
し
い
冬
の
間
に
カ
チ
カ
チ
と
な
っ
た
肩
も

ほ
ぐ
さ
れ
、
通
勤
で
見
る
山
々
さ
え
新
鮮
に

見
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
皆
様
は
ど
ん
な

春
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

さ
て
、
季
節
と
と
も
に
時
代
が
流
れ
る

の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
す
ね
。
年
を
と

る
の
も
早
い
わ
け
で
す
…
（
汗
）

　

残
す
と
こ
ろ
平
成
の
時
代
も
い
よ
い
よ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

５
月
か
ら
は
新
元
号
「
令
和
」
の
時
代
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
令
和
は
万
葉
集
が
出

典
で
、
梅
の
花
の
よ
う
に
日
本
人
が
明
日

へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
命
あ
る
も
の

に
優
し
い
時
代
が
訪
れ
て
ほ
し
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

平
成
最
後
の
発
行
編
集
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
号
も
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
吹
き
去
る
風
は
ま
だ
ま
だ
冷
た
い
で

す
が
、
皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
を
ご
自

愛
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
I
・
Y
の
つ
ぶ
や
き
）

～
施
設
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

　
　
　
　
　
　「
場
」と
な
る
た
め
に
～

社
会
福
祉
法
人 

小
樽
育
成
院
の
地
域
貢
献
活
動

喫茶コーナーの様子

シニア元気教室の様子

オレンジかふぇの案内

認知症に関する資料の配布


